


長野県では、2018年3月に「信州みちビジョン」を策定しました。
策定から5年が経過し、目標達成状況の確認と、社会情勢の変化を踏まえた今後の道路事業の方向性を、改

めて県民の皆さまに示すことを目的とします。

信州みちビジョンのめざす姿

社会情勢の変化と今後強化していくべき課題

信州みちビジョンの概要

本ビジョンの位置付け 本ビジョンの期間

長野県総合５か年計画「しあわせ信州創造プラン3.0」の中で掲げられた長野県の将来像から、道路分野に関
わる内容を整理し、信州みちビジョンのめざす姿として共有いたします。

〇持続可能な脱炭素社会の創出
〇災害に強い県づくりの推進
〇社会的なインフラの維持・発展
〇県民生活の安全確保

〇地域の特徴と自然の恵みを生かした
快適で魅力ある空間づくりの推進

〇本州中央部広域交流圏の形成
〇世界水準の山岳高原観光地づくりの推進

改定の背景と目的

今回改定

１ 持続可能で安定した暮らしを守る ２ 快適でゆとりのある社会生活を創造する

信州みちビジョン策定後における長野県を取り巻く社会情勢の変化や最新の県民ニーズを踏まえ、
今後の道路施策で強化していくべき課題を次のとおりとします。

○ 自然災害の激甚化・頻発化に伴う災害に強い道づくり
○ 身近な生活道路で発生する歩行者・自転車事故の軽減
○ 道路インフラの省エネ化・グリーン化
○ 人中心とした賑わいのある道路空間の活用

① 令和元年東日本台風などによる県内の被災
② 集団登校中に発生した通学路での事故
③ 重要物流道路の指定、「長野県広域道路交通計画」

の策定
④ 「長野県自転車の安全で快適な利用に関する条例」の

施行、「長野県自転車活用推進計画」の策定
⑤ 「長野県ゼロカーボン戦略」の策定
⑥ 新型コロナウイルス感染症に伴う急速なライフスタイルの

変化
⑦ 「歩行者利便増進道路制度(ほこみち制度)」の創設
⑧ 「信州まちなかグリーンインフラ推進計画」の策定

H29県政モニターから変化せずニーズの高い項目
・生活道路や幹線道路の整備
・こまめな道路の維持管理
・歩道や自転車道の整備

H29県政モニターからニーズが増加した項目
・落石や土砂災害への対策

県民ニーズの把握（R3県政モニター）社会情勢の変化

今後強化していくべき課題今後強化していくべき課題
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基本目標

つなぐ・まもる・いかす 信州のみちづくり

人口減少・高齢化の進行、事故・災害・老朽化等に対する安全性の確保への
対応など、限られた予算の中で解決するためには、道路を「つなぐ」ことに加
え、命や暮らしを「まもる」こと、地域づくりへ「いかす」ことが求められて
います。

この３要素をバランスよく進めていくことが重要であるため、上記を本ビ
ジョンの基本目標とします。

いかす

つなぐ まもる

道路の多面的な機能を地域づくりへいかす

県内外をスムーズかつ
効率的につなぐ

災害や事故から
県民等の命や暮らしをまもる
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重点分野と施策の展開

重点分野Ⅰ 県土の強靭性

①重要物流道路や代替・補完路の整備

重点分野と施策の展開、各施策に対応するSDGsの目標を以下に示します。

②緊急輸送道路の強靱化
③災害時における輸送・避難空間の確保（無電柱化など）
④落石や土砂崩落への対策
⑤防雪・消雪対策や効果的・効率的な除融雪

施策（1） 災害に強い みちづくり

施策（2） 災害対応の迅速化をめざした みちづくり

⑥ラウンドアバウトの整備

施策（3） いつでも安心して移動できる みちづくり

①災害時における道路の迂回機能の強化
②災害拠点としての道の駅の整備（非常用発電設備等の整備）
③速やかな道路情報提供の体制づくり（通行止め、迂回路の情報提供など）
④災害時における速やかな道路啓開の体制づくり（タイムライン作成など）
⑤UAV を活用した災害情報の収集
⑥カメラ画像等を活用したAI による交通障害の自動検知技術の導入

①長寿命化修繕計画の策定・更新や定期点検の実施
②予防保全型のインフラメンテナンスへの転換の推進
③新技術を活用したインフラの点検・診断・解析の推進
④CIMデータの蓄積による管理システムの効率化・高度化
⑤除雪業務の効率化のため除雪機械へのGPS搭載や運転支援システムの導入

重点分野Ⅱ 持続可能で快適な暮らし

①歩道や自転車通行空間の整備
②生活道路および通学路の交通安全対策
③踏切道の安全対策
④歩道のユニバーサルデザイン化の推進

施策（1） 誰もが安全に移動できる みちづくり
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①信州まち・あい空間による快適で魅力あるれるまちの創出
②道路空間の柔軟な活用によるオープン化（ほこみち制度の活用など）
③観光客をひきつける景観の形成・保全の推進（無電柱化など）

施策（３） 歩きたくなる みちづくり

施策（4） 快適な暮らしを支える みちづくり

①都市を形成する市街地道路の整備
②都市部や地域の拠点などを結ぶ道路ネットワークの整備
③地域の生活を支える道路網の整備
④中山間地における1.5車線的道路整備

重点分野Ⅲ 観光や産業の振興

①本州中央部広域交流圏を形成する幹線道路の整備
②リニア中央新幹線の整備効果を広く県内に波及させるための関連道路の整備
③産業・観光および交通拠点へのアクセス性の向上

施策（1） 人・モノ・サービスが行き交う みちづくり

施策（2） ストレスなく快適に移動できる みちづくり

施策（3） 観光を満喫できる みちづくり

①産業の生産性や観光の周遊性を高める道路整備
②道の駅への公衆無線LAN設置支援やトイレの快適化
③観光地内を快適に移動できる歩行者空間の整備
④観光客が快適に過ごすことのできる環境整備（多言語表記の拡充など）

①自転車通行空間の整備などによるサイクルツーリズムの推進
②インフラの観光資源としての活用（トンネル・峠カード、信州ナビ等の利用）

④歩いて楽しめる道路利用空間の創出

施策（2） 脱炭素社会の実現に向けた みちづくり

①都市部における自転車通行空間の整備
②バス路線の道路環境整備
③ビッグデータなど情報技術を活用した渋滞状況の把握と対策の推進
④GXの推進（道路照明のLED化など）
⑤EVや自動運転サービスに対応した道路環境整備

③道路美化活動の取組（日本風景街道の活用、アダプト団体等への支援）
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施策の目標

重点分野Ⅰ 県土の強靭性
激甚化・頻発化する災害に備え、安心して住み続けられる地域をめざします。

（２）災害対応の迅速化をめざした みちづくり（２）災害対応の迅速化をめざした みちづくり

（１）災害に強い みちづくり（１）災害に強い みちづくり

（３）いつでも安心して移動できる みちづくり（３）いつでも安心して移動できる みちづくり

キーワード

防災・減災 重要物流道路

緊急輸送道路 定期点検

長寿命化修繕計画

新技術活用

対応する施策

重点分野Ⅱ 持続可能で快適な暮らし
子どもからお年寄りまで、皆が快適に暮らせる、持続可能な地域をめざします。

キーワード 対応する施策

（１）誰もが安全に移動できる みちづくり（１）誰もが安全に移動できる みちづくり

（２）脱炭素社会の実現に向けた みちづくり（２）脱炭素社会の実現に向けた みちづくり

（３）歩きたくなる みちづくり（３）歩きたくなる みちづくり

（４）快適な暮らしを支える みちづくり（４）快適な暮らしを支える みちづくり

歩行者・自転車

脱炭素・GX 

信州まち・あい空間

無電柱化

道路ネットワーク

重点分野Ⅲ 観光や産業の振興
観光や産業の振興を通して、成熟した豊かな地域をめざします。

キーワード 対応する施策

本州中央部広域交流圏

産業の生産性

観光の周遊性 道の駅

サイクルツーリズム

（１）人・モノ・サービスが行き交う みちづくり（１）人・モノ・サービスが行き交う みちづくり

（２）ストレスなく快適に移動できる みちづくり（２）ストレスなく快適に移動できる みちづくり

（３）観光を満喫できる みちづくり（３）観光を満喫できる みちづくり
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リニア中央新幹線



施策 整備効果
策定時現状

【2017年度末】
中間評価時点

【2022年度末】
目標

【2027年度末】
将来目標

Ⅱ-(1)
H24点検 通学路安全対策箇所整備率 83％

100％
（達成）

100％ ー

R3通学路合同点検要対策箇所の整備 ー 477箇所 647箇所 ー

Ⅱ-(2)

照明ＬＥＤ化によるＣＯ2排出量削減
（トンネル照明除く）

10,176
t-CO2/Kwh

2,271 t-CO2/Kwh

（達成）
2,271 t-CO2/Kwh ー

道の駅(県管理)へのＥＶ充電設備 設置率
65％

（13/20箇所）
71%

（15/21箇所）
100%をめざした

設置支援実施
ー

Ⅱ-(3)
「信州まち・あい空間」を創出する地区
数 ー 0地区 10地区 ー

Ⅱ-(4)

主要医療施設 15分人口カバー率 約85％
87%

（達成）
ー 87%

主要医療施設 30分人口カバー率 約97％
98%

（達成）
ー 98%

施策 整備効果
策定時現状

【2017年度末】
中間評価時点

【2022年度末】
目標

【2027年度末】
将来目標

Ⅲ-(1)

高規格道路 15分アクセス圏人口カバー
率

約70％ 73% ー 約80%

東京90分圏域 伊那谷人口カバー率 ０％ ０％ ー リニア開業 約60％
＋関連道路 約85％

名古屋60分圏域 伊那谷人口カバー率 ０％ ０％ ー リニア開業 約46％
＋関連道路 約59％

Ⅲ-(2)

道の駅(県管理)への公衆無線ＬＡＮの設
置率

40％
（8/20箇所）

67%
(14/21箇所)

100%をめざした
設置支援実施

ー

道の駅(県管理)のトイレ洋式化率
53％

(洋式ﾄｲﾚ数105/
総ﾄｲﾚ数197)

91％
(洋式ﾄｲﾚ数189/

総ﾄｲﾚ数208)

概ね100%
+快適性向上

ー

Ⅲ-(3) Japan Alps Cycling Road整備延長 ー 約180㎞ ー 約878km

施策 整備効果
策定時現状

【2017年度末】
中間評価時点

【2022年度末】
目標

【2027年度末】
将来目標

Ⅰ-(1)

重要物流道路等における対策必要箇所の
整備

ー ０箇所
９箇所

（50％）

18箇所
（100％）

【2035年度末】

緊急輸送道路における危険箇所の整備 ー ０箇所
57箇所

（62％）

92箇所
（100％）

【2035年度末】

Ⅰ-(2)
迂回路における大型車の通行に支障をき
たす区間の整備

ー ０箇所
11箇所

（55％）

16箇所
（80％）

【2035年度末】

Ⅰ-(3) 緊急又は早期に対策が必要な橋梁・トン
ネルにおける修繕等の措置完了率

ー
橋梁 23％
トンネル 75%
【2021年度末】

100％ ー

目標

目標

目標
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重点施策

重要物流道路等の整備により、平常時・災害時を問わない安定的な人流・物流を確保します。

重点施策1：防災拠点へアクセスする重要物流道路等の機能強化

重点分野Ⅰ 施策（１） 災害に強い みちづくり ②緊急輸送道路の強靱化
重点分野Ⅰ 施策（１） 災害に強い みちづくり ④落石や土砂崩落への対策

緊急輸送道路の整備により、災害時等における緊急車両や道路利用者の通行を確保します。

重点施策 2：緊急輸送道路の危険箇所の解消による平常時・緊急時の信頼性向上

重点分野Ⅰ 施策（２）災害対応の迅速化をめざした みちづくり
①災害時における道路の迂回機能の強化

近年、激甚化・頻発化する災害等から、緊急車両の通行確保や物流を含む道路利用者への
影響を最小限にするため、道路の迂回機能を強化します。

重点施策3：重要物流道路のダブルネットワークを補完する広域的な迂回機能の強化

重点分野Ⅲ 施策（１） 人・モノ・サービスが行き交う みちづくり
①本州中央部広域交流圏を形成する幹線道路の整備

高速交通網等やアクセス道路が整備され、都市と地方の交流や観光の促進、県内産業の更
なる発展をめざします。

重点施策 4：本州中央部広域交流圏を形成する幹線道路の整備

重点分野Ⅲ 施策（１）人・モノ・サービスが行き交う みちづくり
②リニア中央新幹線の整備効果を広く県内に波及させるための関連道路の整備

県では、リニア中央新幹線の整備効果を広く県内に波及させるため、平成26年３月に「長野
県リニア活用基本構想」を策定しました。
この構想の実現に向け、平成27年度以降新たに「リニア関連道路整備」として４つの整備方
針を実施し、リニア開業時までに効果発現をめざします。

重点施策5：リニアの整備効果を県内に波及させるための関連道路の整備

重点分野Ⅰ 施策（１）災害に強い みちづくり
①重要物流道路や代替・補完路の整備

対応する施策

対応する施策

対応する施策

対応する施策

対応する施策
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整備効果
策定時現状

【2017年度末】
中間評価時点

【2022年度末】
将来目標

東京90分圏域
伊那谷人口カバー率

０％ ０％ リニア開業 約60％
＋関連道路 約85％

名古屋60分圏域
伊那谷人口カバー率

０％ ０％
リニア開業 約46％
＋関連道路 約59％

整備効果
策定時現状

【2017年度末】
中間評価時点

【2022年度末】
将来目標

高規格道路 15分アクセ
ス圏人口カバー率

約70％ 73% 約80%

整備効果
中間評価時点

【2022年度末】
目標

【2027年度末】
将来目標

【2035年度末】
緊急輸送道路における
危険箇所の整備

０箇所
57箇所

（62％）
92箇所

（100％）

整備効果
中間評価時点

【2022年度末】
目標

【2027年度末】
将来目標

【2035年度末】

重要物流道路等における
対策必要箇所の整備

０箇所
９箇所

（50％）
18箇所

（100％）

○ 平常時・災害時を問わず安定的な通行を確保するため、事故危険
箇所や渋滞発生箇所について優先して整備

○ 平常時・災害時を問わず安定的な通行を確保するため、事故危険
箇所や渋滞発生箇所について優先して整備

○ 落石等危険箇所、事故危険箇所について優先して整備○ 落石等危険箇所、事故危険箇所について優先して整備

○ 迂回路で、大型車の通行に支障をきたす区間を整備
○ 迂回路で、すれ違いが困難で通行の支障となった箇所を整備
○ 迂回路で、大型車の通行に支障をきたす区間を整備
○ 迂回路で、すれ違いが困難で通行の支障となった箇所を整備

○ 高規格道路等のミッシングリンク解消
○ 交通拠点へのアクセス道路を整備
○ 高規格道路等のミッシングリンク解消
○ 交通拠点へのアクセス道路を整備

○ 長野県駅の周辺整備
○ 高速道路とリニアを一体化する道路整備
○ ＪＲ東海のトンネル発生土運搬路確保に合わせた道路整備
○ リニア３駅活用交流圏の実現に向けた道路整備

○ 長野県駅の周辺整備
○ 高速道路とリニアを一体化する道路整備
○ ＪＲ東海のトンネル発生土運搬路確保に合わせた道路整備
○ リニア３駅活用交流圏の実現に向けた道路整備

(国)254号 上田市 東内～西内

(一)上松南木曽線 大桑村～南木曽町 読書ダム～戸場

(主)諏訪辰野線 岡谷市～諏訪市 小坂～有賀
（平山トンネル施工状況）

(国)153号 飯田市 飯田北改良

整備方針

指標

整備方針

指標

整備方針

指標

整備方針

指標

整備方針

指標

整備効果
中間評価時点

【2022年度末】
目標

【2027年度末】
将来目標

【2035年度末】
迂回路における大型車の
通行に支障をきたす区間
の整備

０箇所
11箇所

（55％）
16箇所

（80％）

8

(国)141号 佐久市～小諸市 跡部～平原
（浅蓼大橋）



通勤や買い物などの生活道路

いくつかの市町村を結ぶ幹線道路

市街地の道路

山間地の道路

観光地に通じる道路

隣の県へ通じる主要な道路（高速道路は除く）

高速道路

整備の必要はない

わからない

その他

無回答

537

389

287

272

167

148

82

9

14

74

31

9

R3県政モニターによる道路整備のニーズ

(1)調査地域：長野県全域
(2)調査対象：県政モニター 1,249人（現在の県政モニターは令和２年８月から登録）
(3)調査方法：郵送又はインターネット
(4)調査期間：令和３年８月31日(火)～９月14日(火)

【前回 平成29年5月30日(火)~６月12日(月)】
(5)回答者数： 899人（回答率 72.0％）【前回 992人（回答率80.7%）】

【年代別】 【地域別】

▶今後どのような道路を優先して整備すべきだと思いますか。（○は３つまで）

【男女別】

R3年度 H29年度

▶大地震や大雨などによる災害が発生した場合、お住まいの近くにある道路について崩落や浸水による道路網分断等
の不安を感じますか。（○は１つ）

回答者（人） 割合 回答者（人） 割合

667

466

339

298

202

164

115

13

17

80

5

▶現在の道路整備状況について満足していますか。（ ○は１つ）

参 考
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周辺の市町村への通勤を容易にする幹線道路の整備

歩行者や自転車が気軽に散策を楽しめる道路の整備

大きな病院や商業施設などへ行きやすくする道路の整備

観光資源となるような美しい景観の道路の整備

バス同士やバスと鉄道などとの乗り換えがしやすい
ターミナルや駅などの拠点の整備

野菜や魚介類などの生産地から消費地への迅速な輸送を
可能にするための幹線道路の整備

観光地へ行きやすくする道路整備

高速道路のサービスエリア(SA)・パーキングエリア(PA)や
道の駅を活用した地域拠点の整備

工場建設などの民間の投資と連携した高速道路の
インターチェンジ(IC)や空港などへのアクセス道路※の整備

特にない

わからない

その他

無回答

歩道の設置、拡幅、段差・傾きの解消

自転車と歩行者の通行空間の分離

高齢者や車いす使用者などが快適に移動できる
バリアフリー経路の案内

ベンチを設置するなど休憩のできる歩道の整備

電線類の地中化、電柱の撤去

違法に放置された看板や放置自転車を撤去する

特にない

わからない

その他

無回答

沿道の草刈りや舗装の穴埋め、こまめな除雪などの維持管理

歩道・自転車道の設置や歩道の段差をなくすなどの改善

落石、土砂崩れの危険をなくす

すれちがいやすくしたり、急カーブ・急勾配を減らす

交通渋滞をなくす

地震などの災害時に使う避難路や輸送ルートの確保

わかりやすい標識の設置や道路情報の提供

自然環境や景観への配慮

バス専用レーン、パークアンドライドや時差出勤などによる
道路の効率的な利用

特にない

わからない

その他

無回答

▶日常利用している県内の道路について、どんな対策を優先的に進めるべきだと思いますか。（○は３つまで）

▶高齢歩行者などに対する配慮として、歩行者の立場からどのような道路整備が必要だと思いますか。（○はいくつでも）

▶お住まいの地域が活性化するために、道路整備の面からどのような対策が必要だと思いますか。（○はいくつでも）

R3年度 H29年度

R3年度 H29年度

R3年度 H29年度

回答者（人） 割合 回答者（人） 割合

回答者（人） 割合 回答者（人） 割合

回答者（人） 割合 回答者（人） 割合

587

403

344

285

252

203

105

74

19

6

2

37

46

724

490

231

393

325

223

120

110

39

3

2

48

4

742

482

350

250

246

198

15

8

47

13

863

618

446

330

247

262

14

7

32

6

470

441

303

244

186

170

161

150

137

26

15

52

13

470

507

393

303

257

226

188

204

178

31

10

58

7



〒380-8570 長野市大字南長野字幅下692-2
長野県建設部道路建設課

026-235-7304
michiken-keicho@pref.nagano.lg.jp
https://www.pref.nagano.lg.jp/

信州みちビジョン
令和5年(2023 年) 10月 改定

長野県 建設部


